
【樹木・草花の部屋】 

 

オミナエシ（オミナエシ科オミナエシ属 Patrinia scabiosaefolia） 

和名（漢字）；女郎花 別名；チメグサ、敗醤（はいしょう）  英名： 

マツムシソウ目 多年性草本植物 

原産地；日本、東アジア  

花言葉 ；約束を守る 

花の色；黄 

名の由来；美女も圧倒する美しさという意味の「おみな圧し」からきているという説や、小

さな黄色い小花が女性の食べていた粟飯＝「おみな飯」に似ている事から名付けられたのだ

とか諸説があります。  

 

⇒ 写真－１ オミナエシ 

撮影日：２０１２年９月３日 

撮影場所：奈良県広陵町 

馬見丘陵公園にて 

撮影者：T さん 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ オミナエシの花   ⇒ 

撮影日：２０１２年９月３日 

撮影場所：奈良県広陵町 

馬見丘陵公園にて 

撮影者：T さん      

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【樹木・草花の部屋】 

 

 

 

 

← 写真３： オミナエシに蝶 

撮影場所：奈良県広陵町 

       馬見丘陵公園にて 

撮影者： T さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ちょっと一言＞ 

  

オミナエシは秋の七草のひとつです。 

  ハギ、オバナ（ススキ）、キキョウ、ナデシコ、オミナエシ、フジバカマ、クズ 

覚え方は「ハスキーなお袋」だそうです。   
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